


スマートフォンやノートパソコンなど電子機器は、「デジタル機器を
動かすエネルギー源」のリチウムイオン電池と「それを制御・処理する
頭脳」のCPUや半導体チップの不可欠な関係で成り立っています。

電気の量を制御する保護IC（半導体チップ）が
故障すると、過充電や過放電になり異常発熱
を起こす場合
があります。発
熱が続くと、熱
暴走につなが
るおそれがあ
ります。

● 充電したまま朝まで寝てしまった。
● ワイヤレスイヤホンをよく落としてしまう。
● モバイルバッテリーで、
　 複数の機器を充電している。
● 外出時、炎天下の車中に
　 スマホを置いたままにしたことがある。
● モバイルバッテリーをカバンの中に
　 入れたままにしていたことがある。
● 休みの日など長時間ゲームをしてしまう。
● 動画編集を充電しながらおこなっている。

＜これからの旅行シーズン＞ モバイルバッテリーなど公共交通機関への持ち運びにもお気をつけください！

リチウムイオン電池が
熱暴走熱暴走 しやすい夏が

やってきた。
当社スタッフのヒヤリハット

身近な、リチウムイオン電池を搭載した主な製品 スマホを真夏の
車内など高温の
場所に放置する
と、電気の通り道
を調整する半導
体チップ（パワー
半導体）に影響。
電池内の温度が
上昇し、さらに化

学反応が進み、異常発熱が連鎖して熱暴走に
つながることがあります。

ゲームや動画処理をこなすス
マホの頭脳である「CPU」は、
高負荷で長時間動作すると、
本体内部の温度が上昇。熱が
バッテリーにも伝わり、高温状態が続くと熱暴
走のきっかけになる場合があります。

③ CPUなどの発熱　

② 高温環境　

① 保護ICの故障

などがあり、電池の寿命と熱暴走とは深く関係
しており現象も似ています。　
★ 異常を感じたら使用を中止し、ショップなど
　 にご相談を。

近年、リチウムイオン電池での火災事故が絶えません。もはや暮らしに欠かせない電子機器には、
このリチウムイオン電池が使われています。ではなぜ、火災につながるのか…　
今回は、リチウムイオン電池の熱暴走を防ぐためにもその仕組みを知っておきたいですね。

電子機器の
構造豆知識

火災や爆発の
引きがねになるかも

スマホの熱暴走 注意報

あわや

焦げ臭かったり、異臭がする
アプリが頻繁に終了する
画面がフリーズして操作できない
予期せぬシャットダウンがある

操作していないのに、突然電源が
切れたり、勝手に再起動する

本体が触れられないほど熱くなり、
膨らんでいる

著しい速度低下で、
極端に処理が重くなる

充電の停止

リチウムイオン電池が
熱暴走する理由は
リチウムイオン電池が
熱暴走する理由は


